
 

 

 

 

育つ力！育てる力！ 

 〜心と体を支える健康プロジェクト～ 

瀬戸市立幡山中学校長 梶田 明敬 

学校は、日々子どもたちの学びや成長をサポートするだけでなく、より良い教育の実現に向け

た研究の場でもあります。その一環として、教育委員会などから指定を受け、一定期間にわたり

課題に基づく調査研究を行い、指導内容の改善を図る「研究指定校」としての取り組みを行うこ

とがあります。本校も現在、「愛知県健康推進学校」に指定されており、心身ともに健やかな子ど

もたちを育てるため、学校、家庭、地域が一体となって健康への関心を高めながら、心と体の教

育を推進しています。今年度でこの取り組みは 2年目を迎えました。 

研究の柱は二つあります。一つ目は、人との関わり方を学ぶ短時間グループアプローチ「ハタ

トーク」を中心とした心の教育です。二つ目は、体育や部活動の前に行う「補助運動」を基盤とし

た体の教育です。 

SNSが普及し、情報が溢れる現代社会において、家庭を一歩出れば、子どもたちは学校を含

めた社会で多くの情報に接し、時にストレスを感じることもあるでしょう。その中で、いかに自分ら

しく行動できるかが重要です。集団生活の中で、相手を尊重しつつ自分らしさを表現する術を学

ぶことは、自分を大切にすることにもつながります。この研究を通して、子どもたちが豊かな心と

丈夫な体を育むことは、貴重な機会となっています。 

例えば、生徒会が主催する各種キャンペーン活動や保健委員会が中心となって進めている健

康啓発活動により、子どもたちの意識は着実に高まってきています。さらに、「ハタトーク」で学ん

だ人との関わり方は、すべての授業に生かされており、子どもたちは誰とでも笑顔でやり取りが

できるようになりました。これに対し、来

校された方々からもお褒めの言葉をた

くさんいただいています。 

今後もこの良い流れをさらに深め研

究を進めてまいりますので、皆さまのご

支援とご協力をよろしくお願いします。 
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夏休みの終わりは、“迷走”台風１０号が“ジョギング並み”の速さで西日本をゆっくりと縦断

し、各地で土砂災害や道路冠水などを引き起こしました。この影響で、９月２日の２学期始業式が

休校になる恐れもあったのですが、無事開催することができました。今回は、子ども達に始業式

で伝えたことを紹介します。 

 

９年間を通じて子ども達の未来をつなぐ 

 

瀬戸市立幡山中学校長 梶田 明敬 

 瀬戸市全域で進められている教育活動に、「小中一貫教育」があります。日本において、義務

教育は小学校６年間とその後の中学校３年間を指しますが、この二つの間には大きな隔たりがあ

りました。そのため、「中一ギャップ」という言葉があるように、中学校に入学すると、これまでの生

活とは大きく異なるため、そこに適応できず苦しむ子ども達が少なからずいるということです。そ

れを少しでも解消するために、緩やかに小中の接続ができないかということで生まれたのが「小

中一貫教育」です。義務教育の９年間を見通し、同じ目線で子ども達を見守り育てることを大切

にしています。そこで幡山中ブロックの３校（幡山中・幡山東小・幡山西小）では、こんな子どもた

ちを育てたいという「めざす子ども像」を次のように掲げ、日々の教育活動を行っています。 

〇思いやりのある子   〇たくましく生きる子   〇地域に貢献できる子 

 また、小学校と中学校の教員が互いに行き来し、お互いの教育を理解することが一番の近道

であることから、中学校の教員が小学校で授業を行う「乗り入れ授業」や給食交流を行っていま

す。そして、「人とかかわる力を身につけるプログラム（ハタトーク）」を３校で同じように実施する

など、小学校でやってきたことが中学校でも継続されるようにしているため、それが子ども達の安

心感や充実感につながっていると実感しています。 

 さらに、幡山中ブロックの「小中一貫教育」の目玉として、ここ数年継続して実施していること

があります。それは「福祉教育」です。一人ひとりが幸せに生きることができる社会の実現をめざ

すことは、多様性が叫ばれている今、最も大切なことだと思います。幸運なことに、幡山中ブロック

は、瀬戸つばき特別支援学校と隣接しており、中学校の１年生において相互交流を続けていま

す。今年度も６月１２日に第 1回の交流会を実施しました。子ども達の様子や感想から、とても充

実した時間が過ごせたようです。当日の様子は裏面でも紹介しています。ぜひご覧ください。 

 

 

 
 
 

 

 
１０月９日（水） 午前 

              幡山東小学校 

 

 

 

   

1組 あすなろ交流会 

 

                         １０月３０日（水）～３１日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     １０月２４日（木） 瀬戸市文化センター 
   
      テーマ： 飛翔 ～最高の瞬間を共に～ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

1年 和楽器「箏」の授業 

今年度も「文化祭」は瀬戸市文化センターでの舞台発表を中心に、文化部と１組の
発表・合唱コンクール・芸術鑑賞を行いました。学級や部活動で練習を重ねた合唱や
合奏は、どれも心に響く素晴らしい発表でした。行事を通じて深めた仲間との絆を、
今後の学校生活で生かしてほしいと思います。 

文化祭・合唱コンクール 

 

本年度も外部講師をお招きし、１年生の音楽で和楽器「箏（こと）」を奏でる授業を
行いました。日本の作法と慣れない道具を前に、はじめは戸惑う生徒ばかりでしたが、
講師の方が丁寧に指導してくださり、音色の響きを楽しむ生徒の姿もみられました。 

幡山地区の小学校の特別支援学級の児童とともに活動する「あすなろ交流会」が幡山
東小学校で行われました。本校１組の生徒が司会進行を務め、工作や活動を通じて小学
生とかかわりを深めました。久しぶりの再会に、思わず笑顔があふれていました。 


